
　私自身，インプラント治療に長年携わってい
ますが，インプラントは長期にわたり口腔内で
機能して患者さんの生活を支えるものであり，
患者さんに害をなすものであってはならないと
考えています．それではこの原則を守るため
に，インプラント治療において私たちはどうし
たらよいでしょうか．本書では，その答えがバ
イオロジー，エビデンス，臨床例をとおして多
角的に考察され，記されています．
　編著者はいまをときめく，そして今後の歯科
界を牽引するであろうスタディグループ・
ブレイクスルー大阪の先生方．各先生方のイン
プラント治療の実践とすぐれた臨床結果から

導き出された考察は，インプラント治療にかか
わる多くの臨床家にとってきわめて有用と考え
ます．
　インプラント治療では，長期にわたって患者
さんと良好な関係を構築し，それを継続して 
いくことが求められます．歯科衛生士は初診か
らメインテナンスに至るまで，治療が成功する
よう，そしてその結果が長期にわたって維持で
きるよう患者さんをサポートする責務がありま
す．
　リスクとなりうる基礎疾患や生活習慣はない
だろうか，口腔内の衛生管理はできているか，
治療にかかる期間や費用について十分に納得さ
れているだろうか，上部構造の材質や形態は適
切なものであるか，メインテナンスの必要性に
ついてご理解いただいているか……．このよう
な問題一つひとつに取り組み，患者さんと真摯
に向き合うためには，何よりも知識と技術が不
可欠であり，これらをつねにアップデートして
いかなければなりません．
　本書では，「口腔インプラントとは」といった
基礎的な知識から，インプラント周囲疾患の病
態，インプラント周囲の検査や病態に応じた治
療法，上部構造とインプラント周囲組織との関
係などの補綴学的な考察，メインテナンスの実
際やトラブル発生時の対処法まで，最新のエビ
デンスをもとに詳細に考察・解説がなされてい
ます．多くの写真や図・表を用いてビジュアル
に示されており，読者の理解を助けてくれるこ
とでしょう．
　インプラント治療はチーム医療であり，歯科
医師・歯科衛生士・歯科技工士をはじめとする
歯科医療従事者が協力してはじめて成り立つ治
療です．インプラント治療にかかわるすべての
歯科衛生士に，本書を座右の書としていただき
たいと思います．
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